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新緑がまぶしく、風薫る五月となりました。子ども達は新しい学年・学級で

の生活に少しずつ慣れ、落ち着いた表情で日々を過ごしています。 

さて、過日は保護者会にご参加いただき、誠にありがとうございました。担

任との顔合わせや学級経営方針の共有を通して、学校とご家庭が同じ方向で子

ども達を育てていく大切な機会となりましたこと、心より感謝申し上げます。 

各学級では今、子ども達自身が中心となり、学級の組織づくりや生活のルー

ルづくりに取り組んでいます。「どんなクラスにしたいか」「みんなが安心して

過ごすためには何が必要か」といった問いに向き合いながら、自分たちの力で

よりよい集団を築こうとする姿が見られます。また、５月１日に実施しました

縦割りグループによる「校内オリエンテーリング」でも、学年を超えた関わり

の中で、子ども達の豊かな姿が数多く見られました。上級生は下級生が活躍で

きるように気を配ったり、自然に声をかけたりする様子、また、下級生も安心

した表情であそびに参加している姿など、思いやりの心が具体的な行動として

表れているのを感じました。 

本校では、今年度も「三つの玉（みつけ玉・しんせつ玉・がまん玉）みがき」

を通して、子ども達のよさや可能性を引き出し、伸ばしていく教育を進めてい

きます。日々の学習や生活、そして行事の一つ一つを通して、子ども達が試行

錯誤しながらこれらの力を身につけていくことを期待しています。 

保護者の皆様におかれましては、子ども達の頑張りを温かく見守りつつ、時

には励まし、時には共に考えていただければ幸いです。学校と家庭が手を取り

合い、子ども達のよりよい成⾧を支えていけますよう、引き続きご理解とご協

力をお願い申し上げます。 

＜磨こう３つの玉＞ 

○みつけ玉  

○しんせつ玉  

○がまん玉 

川越小だより 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


